「水はぶどう酒に」　働き人のお誘い

趣旨

　私達は今、自分が主役である祭り（人の祭り）は終え、本来栄光をお受けになるべき方、主イエス様だけを主役とする「主イエスキリストの祭り」を行おうと、働き人を募っております。

　今、私達が主から求められている優先事項は、まず、イエス様と私達との上下関係を明らかにし、イエス様を「主」とする事です。

　この上下関係を誤ってしまったイエス様の母マリヤは、母でありながら、主に拒否されてしまいました。

ぶどう酒がなくなったとき、母がイエスに向かって「ぶどう酒がありません。」と言った。 すると、イエスは母に言われた。「あなたはわたしと何の関係があるのでしょう。女の方（ギュナイ）。わたしの時はまだ来ていません。」（ヨハネ2:3、4）

　「女の方（ギュナイ）」このギリシャ語の呼格は、大人の女性への尊敬の念をこめた呼びかけで、ローマ皇帝アウグストがエジプトの女王クレオパトラを呼ぶのに用いた尊称です。

　「あなたは私よりも高貴なお方（ギュナイ）ですから、私の助けはいらないのではないでしょうか。

　私を救い主として見ていないのなら、ぶどう酒は与えられません。」

と、主は言っておられます。

　つまり、主が「主」である事をわきまえず、馴れなれしくしたり、自分の願いを叶えてくれる便利な方、あるいは、自分の欲しい物を提供してくれる方だと見なすような人には、主は母マリヤにしたように「あなたとわたしとは何の関係があるでしょう」と、厳しく否定します。

　そういうわけで今、自分自身の中にあるイエス様への思い上がりや、間違った認識を改め、常に主イエス様を主としてひれ伏し、イエス様に働いていただく余地を回復する、というのが、「水はぶどう酒に」の趣旨です。

　カナの婚礼では、イエス様を招いておりながらイエス様に働いていただく余地も残しておりませんでしたが、もしイエス様抜きで自前のぶどう酒を作っているのなら、それは遅かれ早かれ、尽きてしまいます。

　決して尽きない、まことのぶどう酒を与えることの出来る方は、唯一、イエス様だけです。

　あなたを愛し、ご自分の命であなたを死から買い取って下さったイエス様を信頼し、ただイエス様の言われた通りに従い、空の水がめに水を満たし続けた「僕」となって主に仕える奉仕者を、今、イエス様は求めておられます。

『母は手伝いの人たちに言った。「あの方が言われることを、何でもしてあげてください。」』（5節）

「主よ、仰せ下さい。何でもします」という姿勢こそ、主が求める姿勢であり、そうれば主が働かれる余地が生まれ、全ての不足は満たされます。

宴会の世話役はぶどう酒になったその水を味わってみた。それがどこから来たのか、知らなかったので、――しかし、水をくんだ手伝いの者たちは知っていた。――　（ヨハネ2:9-10）

　　人が用意したぶどう酒は、いつかは尽きるぶどう酒です。

　　しかし、私達の従順さを受け取り、主が用意して下さったぶどう酒は、尽きる事がありません。

　　そのぶどう酒を飲むなら、病人は癒され、必要は満たされ、束縛からは解放されるなど、あらゆる良き御業を主が為して下さいます！

　今まで見た事も聞いたことも無い極上のぶどう酒を、イエス様が用意して下さる事を信じ、その真のぶどう酒を味わえるように、従順に主に仕え、イエス様の祭りを整えていきましょう。

　そういうわけで奉仕者は「御霊と知恵とに満ちた、評判の良い人」（使徒６：３）として、主に仕える事が求められております。

　これらの趣旨にアーメンである方は、以下の申込書にご記入の上、委員までご提出ください。

記

日時：　2011年11月23日(水)　夜7時

場所：　新潟市民芸術文化会館「りゅーとぴあ」　2F　STUDIO A

主催：　主イエス・キリスト

窓口：　「水はぶどう酒に」実行委員会　

-----------------------------------　キリトリ線　-----------------------------------

「水はぶどう酒に」　奉仕申込書

名前：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

住所：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

電話：　＿＿＿＿＿＿＿＿　　　email：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

奉仕内容（丸印をつけて下さい。複数可。）：

聖歌隊　　会場誘導（会場案内、賛美の誘導）

音響　　設営撤去　　その他（　　　　　　　　　）

「水はぶどう酒に」実行委員名：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

